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かいた議会だより 第144号 2

内側：令和7年度
外側：令和8年度

自
主
財
源

依
存
財
源

町政７０周年町政７０周年　　　　節目の予算!!節目の予算!!

自治体の財政力格差を調整するために国から交付されるお金

5億8110万円
（8億1050万円）

40億5342万円
（44億1649万円）

5億2844万円
（7億412万円）

15億1000万円
（12億6000万円）

（　　）内は令和7年度予算額

３月定例議会を３月３日から１３日まで開きました。予算審査特別委員会の審査内容は６ページから、
条例改正などの審議内容は９ページからくわしくお伝えします。

51億7987万円
（50億2684万円）

税金
37.8%

借金
4.2%

借金
5.8%

繰入金
3.9%

繰入金
5.0%

その他
8.8%

その他
7.7%

その他
4.6%

その他
5.2%

税金
35.8%

地方交付税
11.0%

地方交付税
9.0%

国県
支出金
29.7%

国県
支出金
31.5%

国や県から交付されるお金

町が自分で集めるお金

国や県から使用目
的を特定して支給
されるお金

公共土木事業など
に使用するため借
り入れるお金

収入不足を補うため
に基金（積み立て）か
ら一時的に繰り入れる
お金

法人・個人住民税、
固定資産税など

区分 令 和 8 年 度
当初予算額

令 和 7 年 度
当初予算額 増 減 額 対前年度比

一般会計 136億8600万円 140億4100万円 △3億5500万円 △2.5％

特 別 会 計

国民健康保険 21億5210万円 22億4895万円 △9685万円 △4.3％

介護保険 22億7434万円 21億7561万円 9873万円 4.5％

後期高齢者医療 5億8149万円 5億1084万円 7065万円 13.8％

小計 186億9393万円 189億7640万円 △2億8247万円 △1.5％

企業会計
水道事業会計 9億6264万円 10億530万円 △4266万円 △4.2％

下水道事業会計 16億5230万円 17億2388万円 △7158万円 △4.2％

小計 26億1494万円 27億2918万円 △1億1424万円 △4.2％

合計 213億887万円 217億558万円 △3億9671万 △1.8％

会計別予算（令和7年度との比較）
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令和8年度
一般会計 町政７０周年町政７０周年　　　　節目の予算!!節目の予算!!

～令和7年度予算と比較～

町
長
の
施
政
方
針

　

誰
も
が
憧
れ
る
ま
ち
を
志
向
し
、「
住
み
た
い
・
住

み
続
け
た
い
・
帰
っ
て
き
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
る
。

令
和
８
年
度
の
重
点
取
組
事
項

●
誇
り
と
愛
着
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
・
海
田
東
小
学
校
の
実
施
設
計

　
・
海
田
小
学
校
の
基
本
構
想
策
定

　
・
旧
海
田
町
役
場
庁
舎
跡
地
の
活
用

●
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
・
総
合
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
・
多
目
的
広
場
の
整
備

　
・
実
績
の
あ
る
事
業
者
の
町
内
出
店
へ
の
補
助

　
・
町
政
70
周
年
記
念
事
業
の
実
施

●
子
育
て・
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

　
・
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
開
始

　
・
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

●
健
康
・
生
き
が
い
の
ま
ち
づ
く
り

　
・
集
団
健
診
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
開
始

　
・
高
齢
者
相
談
支
援
体
制
の
機
能
強
化

●
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
・
浸
水
対
策
の
強
化

　
・
山
畝
地
区
の
下
水
道
整
備
工
事

※�

施
政
方
針
と
は
、新
年
度
の
基
本
方
針
や
新
規
政
策
な
ど
を

示
す
も
の
で
す
。

各種団体への補助
金、 負 担 金、 報 償
金などに要するお金

備品や消耗品の購
入、使用料や委託
料などに使うお金

児童手当や生活保
護費など、福祉サー
ビスに使うお金

特別会計の財源補てんに使うお金

公共施設を整備するためのお金

10億1267万円
（9億6218万円）

17億6651万円
（16億2903万円）

21億2807万円
（25億1192万円）

22億7332万円
（21億6842万円）

10億677万円
（9億7517万円）

11億2086万円
（15億8561万円）

41億6745万円
（40億439万円）

繰出金
7.4%

繰出金
6.9%

公債費
7.4%

物件費
15.5%

予備費 0.1%

人件費
16.6%

人件費
15.4%

事業のため借り入れ
たお金の返済金

道路、 公園、 学校
などを整備するお金

扶助費
30.5%

扶助費
28.5%

維持補修費
0.3%

補助費等
12.9%

補助費等
11.6%

貸付金
1.0%

貸付金 1.0%
積立金 0.1%

維持補修費 0.3% 義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費 絶対必要なお金

物件費
17.9%

予備費 予備費 0.1%0.1%

積立金
0.1%

投資的経費

公債費
6.9%

普通建設
事業費
11.3%

内側：令和7年度
外側：令和8年度

普通建設事業費
8.2%

５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

４
・
11
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
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多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減

４
７
８
万
円

拡 充
保
育
料
の
多
子
減
免
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

保
育
所
等
の
保
育
料
（
０
～
２
歳
）
は
、
同
一
世

帯
に
子
ど
も
が
複
数
い
る
場
合
、
令
和
８
年
９
月

よ
り
第
１
子
の
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
２
子
半
額
、
第

３
子
以
降
が
無
料

と
な
り
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
を
18
歳
に

２
１
７
４
万
円

拡 充
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成
対
象
を
拡
充
し
ま
す
。
所
得
制
限
を

廃
止
し
、
令
和
８

年
10
月
か
ら
対
象

年
齢
を
15
歳
か
ら

18
歳
ま
で
に
拡
大

し
ま
す
。
制
度
拡

充
に
あ
わ
せ
て
名

称
を
「
こ
ど
も
医

療
費
」
に
変
更
し

ま
す
。

小
学
校
給
食
費
を
無
償
化

２
億
８
２
７
万
円

拡 充
現
在
は
、
中
学
３
年
生
の
無
償
化
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
、

子
育
て
世
帯
を
支

援
す
る
た
め
に
、

国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
小
学
校
給

食
費
を
無
償
化
し

ま
す
。

安心して医療が受けられます（岡さん一家）

給食が無償化されます

２
歳
の
双
子
を

育
て
る
親
と
し
て
、

保
育
料
の
負
担
が

大
き
か
っ
た
の
で
、

第
１
子
の
年
齢
に

関
係
な
く
減
免
さ

れ
る
今
回
の
制
度
拡
充
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
家
計
の
安
心
に
つ
な
が
る
支
援
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

医
療
費
助
成
の

拡
充
は
、
と
て
も

安
心
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
検
査

費
用
な
ど
を
考
え

て
受
診
を
迷
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
環
境
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
う
し
た

支
援
の
拡
充
が
、
子
育
て
世
帯
の
増
加
や
海
田
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
学
校
給
食

費
が
無
料
！
物
価

高
騰
時
な
の
で
、

嬉
し
い
で
す
。
管

理
栄
養
士
さ
ん
が

「
行
事
な
ど
に
も

注
意
し
て
献
立
を
考
え
、
残
さ
ず
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
声
　

ま
ち
の
声
　

ま
ち
の
声
　

岡
おか

寛
ひろ

之
ゆき

さん

岡
おか

愛
まな

さん

三
み や け

宅 幸
さち

さん

令和８年度の主な新規・拡充事業です

子育て世帯の負担軽減へ

予 算 ト ピ クッ ス
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予算トピックス

中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置

１
２
０
０
万
円

新 規
町
立
小
中
学
校
の
体
育
館
・
武
道
場
に
エ
ア
コ

ン
設
備
を
整
備
し
ま
す
。
令
和
８
年
度
に
海
田
中
・

海
田
西
中
の
設
計

を
始
め
、
令
和
９

年
度
に
海
田
中
・

海
田
西
中
体
育
館

工
事
を
し
ま
す
。

そ
の
後
、
全
小
学

校
も
順
次
進
め
ま

す
。
令
和
11
年
度

中
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
海
田
市
支
店
横

道
路
拡
幅

９
８
４
４
万
円

継 続
瀬
野
川
右
岸
の
明
神
橋
か
ら
ひ
ま
わ
り
大
橋
間

の
道
路
に
つ
い
て
、

改
良
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ

ひ
ろ
し
ま
横
の
道
路

を
廃
止
し
、
そ
の
部

分
を
拡
幅
し
、
右

折
レ
ー
ン
を
も
う

け
、
混
雑
緩
和
を

図
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
跡
地
でにぎ

わ
い
の
創
出

３
５
０
０
万
円

新 規
旧
海
田
町
役
場
庁
舎
跡
地
に
多
世
代
が
利
用
で

き
る
広
場
を
整
備
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
歴

史
散
策
・
登
山
の

休
憩
な
ど
に
活
用

し
、
西
国
街
道
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
創

出
を
図
り
ま
す
。

夏は涼しく過ごせます

右折レーンをもうけます

どんな広場になるかな？

何
か
あ
っ
た
時

に
は
ニ
ュ
ー
ス
と

か
で
暑
い
じ
ゃ
、

寒
い
じ
ゃ
と
か
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

部
活
動
や
授
業
で

熱
中
症
に
な
り
に
く
く
な
る
の
で
、
子
ど
も
や
先

生
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
災
害

時
に
も
使
え
る
の
で
避
難
し
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
い
い
じ
ゃ
ん
っ
て
感
じ
で
す
。

も
と
も
と
右
折

レ
ー
ン
が
な
く
、

混
雑
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
駅
前
に
ス

ー
パ
ー
が
開
店
し

て
か
ら
、
さ
ら
に

ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
右
折
レ
ー
ン
を

も
う
け
る
こ
と
で
、
混
雑
緩
和
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
い
い

で
す
ね
。
そ
の
中

で
も
、
動
物
と
触
れ
合
え
る
よ
う
な
催
し
が
開
催

さ
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
の
声
　

ま
ち
の
声
　

ま
ち
の
声
　

こうじ
場
ば

仁
ひとし

さん

金
かな

井
い

陽
よう

一
いち

朗
ろう

さん

林
はやし

美
よし

男
お

さん

まちの声

予 算 ト ピ クッ ス
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令和８年度�当初予算（予算審査特別委員会）

��

新
規
店
舗
出
店
促
進
補
助
金
に
つ
い

て
、
他
の
業
種
を
し
て
い
る
店
が
同

じ
店
舗
で
小
売
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
を
新
た
に
開
始
す
る
場
合
は
交

付
対
象
と
な
る
の
か
。

��

対
象
と
な
る
。

��

町
制
施
行
70
周
年
記
念
関
係
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
何
回
行
う
の
か
。

��

出
店
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
町
民
表

彰
な
ど
で
、
秋
に
１
回
行
う
。

��

記
念
事
業
応
援
金
の
詳
細
は
。

��

町
民
ア
イ
デ
ア
募
集
の
実
現
に
向
け

た
も
の
と
自
治
会
な
ど
地
域
団
体

が
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
対
し
て

交
付
す
る
も
の
。

��

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
終
了
し
た
と

思
う
が
、
リ
ー
ス
料
計
上
の
理
由

は
。

��

令
和
７
年
度
ま
で
で
水
銀
灯
の
タ
イ

プ
が
完
了
。
蛍
光
灯
タ
イ
プ
は
ま
だ

残
っ
て
い
る
た
め
、
リ
ー
ス
料
と
い

う
形
で
計
上
し
て
い
る
。

��

移
住
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の

補
助
金
に
居
住
年
数
の
制
限

は
な
い
の
か
。

��

転
入
前
10
年
間
に
通
算
で
５

年
以
上
東
京
23
区
に
在
住
ま

た
は
通
勤
、
か
つ
、
３
年
以

上
町
に
在
住
す
る
必
要
が
あ

る
。

��

野
良
犬
・
野
良
猫
対
策
事
業
は
、

何
頭
の
不
妊
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

��

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
係
る
補
助

金
は
、
お
お
む
ね
20
～
30
頭
で
考
え

て
お
り
、
雄
が
一
頭
１
万
円
、
雌
が

一
頭
１
万
５
千
円
。

��﹁
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
﹂
に
は
ど
の
よ
う
な
専

門
家
が
委
員
と
し
て
参
加
す
る
の

か
。

��

委
員
は
11
名
で
、
公
認
心
理
師
の

資
格
を
持
つ
大
学
講
師
、
精
神
科

医
師
、
校
長
会
か
ら
選
任
さ
れ
た

中
学
校
教
員
な
ど
が
参
加
す
る
。

��

子
ど
も
の
自
殺
対
策
は
。

��

自
殺
予
防
研
修
会
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
保
育
所
・
幼
稚

園
の
先
生
を
参
加
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
連
携
強
化

を
図
る
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
３
月
９
日
に
開
き
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
し
、
町
長
を
は
じ
め
関
係
職
員
の

出
席
を
求
め
、
各
会
計
の
令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
と
そ
の
関
連
条
例
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
案
と
そ
の
関
連
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
討
論
︵
８
ペ
ー
ジ
参
照
︶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
全
て
の
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

く
ら
し

審 査 特予 算 別 員委 会

健
康
と
福
祉

増えないように対策します
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	�
児
童
ク
ラ
ブ
の
備
品
と
し
て
購
入

予
定
の
座
卓
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

姿
勢
・
学
習
の
こ
と
を
考
え
、
椅

子
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

	�

現
在
、
座
卓
を
使
っ
て
お
り
、
す
ぐ

に
片
付
け
ら
れ
る
利
便
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
座
卓
を
活
用

す
る
。

	�

発
達
支
援
事
業
の
内

容
は
。

	�

集
団
療
育
を
年
18
回

と
個
別
相
談
（
ど
ん

ぐ
り
相
談
）
を
年
15

回
程
度
行
う
。

	�

こ
ど
も
園
な
ど
の
施

設
へ
の
給
付
が
大
幅

に
増
加
し
た
理
由

は
。

	�

こ
ど
も
園
が
１
園
増

設
さ
れ
る
こ
と
と
、

法
定
基
準
額
が
上

が
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
。

	�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
委
託
料

が
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

	�

相
談
窓
口
を
役
場
に
集
約
し
、
業

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
人
員

体
制
を
縮
小
す
る
も
の
。

	�

住
宅
等
浸
水
対
策
費
補
助
金
の
交

付
見
込
み
は
。

	�

１
件
50
万
円
を
限
度
に
５
件
程
度

を
予
定
。

	�

海
田
市
漁
協
の
町
内
登
録
者
数
と

か
き
養
殖
に
関
す
る
利
子
補
給
金

の
対
象
者
は
。

	�

15
名
が
登
録
。
う
ち
９
名
が
か
き

関
係
者
で
あ
る
。
補
給
金
の
対
象

事
業
者
は
２
名
。

	�

一
貫
田
公
園
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
―
ル

を
設
置
す
る
予
定
だ
が
、
ボ
ー
ル
遊

び
禁
止
の
公
園
で
は
。

	�

地
元
か
ら
の
提
案
が
あ
り
、
地
元

調
整
を
行
っ
た
上
で
設
置
す
る
こ
と

に
し
た
。

	�

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
事
業
の
予
定

地
は
。

	�
成
本
と
国
信
の
２
か
所
。

	�

西
浜
交
差
点
の
改
良
は
、
い
つ
完
成

か
。

	�

令
和
８
年
度
中
に
完
成
予
定
。

	�

令
和
８
年
度
も
ひ
ま
わ
り
大
橋
の

修
繕
を
行
う
予
定
で
あ
る
が
、
い
つ

か
ら
通
行
可
能
と
な
る
の
か
。

	�

４
月
中
に
工
事
を
完
了
し
、
通
行

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

審 査 特予 算 別 員委 会

ここに相談窓口ができました

やっと整備されます

ま
ち
づ
く
り
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	�
県
道
維
持
修
繕
の
対
象
は
。

	�

１
件
１
０
０
万
円
以
下
の
工
事
が

対
象
。
そ
れ
を
超
え
る
も
の
は
、
県

に
報
告
し
、
県
が
直
接
対
応
。

	�

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
の
整

備
予
定
地
は
。

	�

畝
地
区
か
ら
砂
走
地
区
を
予
定
。

	�

緊
急
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
予

算
が
減
っ
た
理
由
は
。

	�

出
欠
席
ア
プ
リ
を
導
入
予
定
で
、

緊
急
配
信
メ
ー
ル
機
能
も
そ
の
中
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

	�

電
子
教
材
使
用
料
の
減
額
理
由
は
。

	�

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
学
習
教
材
は
学
校
ご
と
の
実

情
に
合
わ
せ
て
購
入
す
る
こ

と
と
し
、
町
の
予
算
か
ら
は

落
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。

 �
学
校
給
食
費
事
業
の
表

彰
記
念
品
は
何
を
何
名
に
贈

る
の
か
。

 �

朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
・
朝
ご

は
ん
川
柳
に
応
募
し
た
保
護

者
・
小
中
学
生
5
名
に
お
米

券
を
贈
る
。

	�

図
書
館
の
雨
漏
り
修
繕
を
予
算
化

し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

	�

予
算
計
上
時
点
で
は
状
況
が
明
確

で
な
か
っ
た
た
め
。
今
後
、
検
討
す

る
か
ど
う
か
も
含
め
て
協
議
す
る
。

	�

旧
千
葉
家
住
宅
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開

始
は
い
つ
か
。

	�

８
月
下
旬
頃
か
ら
運
用
開
始
の
見

込
み
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

及
び
国
民
健
康
保
険
税
条
例

�

の
改
正

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

ひろしまの森づくり事業の整備予定地です

雨漏り対策と雨漏りの跡

教
育

　

国
民
健
康
保
険
制
度
を
持
続

的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
も
、

今
回
の
引
き
上
げ
は
、
や
む
を
得

な
い
。

白
井 

政
志　

議
員

　

物
価
高
騰
が
深
刻
な
中
、
国

民
健
康
保
険
税
を
引
き
上
げ
る
べ

き
で
は
な
い
。
財
源
は
国
が
措
置

す
る
べ
き
だ
。

岡
田 

良
訓　

議
員

審 査 特予 算 別 員委 会

特
別
会
計
な
ど


